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本
ISHIKARI BAY NEW PORT

〔国際海上コンテナ〕

○ロシアの活力を、北海道が先導役を担いつつ、我が国の成長に取り込む。

○太平洋側等との相互補完を果たし、我が国の防災能力の向上を図る。

石狩湾新港の目指す姿

画の目標と石狩湾新港の目指す姿
目標

計

石狩湾新港の目指す姿

○北海道の最大の強み「食」関連産業のロシア市場への進出を支援するため、
極東ロシア「ウラジオストク」との航路開設を目指す。

○さらに、航路の充実を図り、ＳＣＭを実現することにより、北海道「工業」
「寒冷地技術」を軸に、対岸ロシアとの水平分業を可能とし、産業の高度化
を図る。

○同時に、「道央５港」の連携をベースに、より強化することにより、災害時
等において、太平洋側等との相互補完を果たし、リダンダンシー機能を確保
する。



成長
2012 APEC開催
APEC関連ウラジオストク開発投資

潜在力ビジネス交流ビジネス交流

交流基盤”

本
ISHIKARI BAY NEW PORT

〔国際海上コンテナ〕狩湾新港の目指す姿
計画のアウトライン

石

“
関連ウラジオ ク開発投資
5530億RUB=1.6兆円投入

◆自動車産業の進出

トヨタ：2012年を目途に3万台の乗用車を生産

いすゞ：2012年度に小型トラックを5千台規模で生産

マツダ：2012年中にウラジオストク周辺で、中型車を2.5～5万台生産

その後も持続的な成長に期待
「食」
「工業」

「寒冷地技術」

・2018年までの極東ザバイカル地方社会経済発展特別プログラム
・2025年までの極東バイカル地方社会経済発展戦略(’09.12採択)
・2050年までの極東地域の長期発展コンセプト
※’10.3メドベージェフ大統領・シャーエフ全権代表会談で決定

日本企業の進出の動き



題課

《現状の輸送ルートの問題点》

・定時性・頻度に課題があるため、ロシアと
のサプライチェーンが成立しない。

ビジネス交流ビジネス交流

○現状では、ロシア本土とのダイレクト航路が無いことから、他港での積み替え
となり、非効率な輸送がロシアへのビジネス進出における大きな課題。

ISHIKARI BAY NEW PORT
〔国際海上コンテナ〕

のサプライチェ ンが成立しない。

・輸送日数からも、賞味・消費期限が短い食
品の輸送は、特に困難。

現状の現状の
輸送ルート輸送ルート

（参考）JETRO 農水産物･食品試験輸出調査（ロシア向け）事業（2009年3月） 報告書抜粋
(2)物流上の問題（北海道からロシア極東への海上輸送）
･･･(前略)･･･今回は石狩港→釜山港→ウラジオストク港経由で輸送したが、現状この航路を選択せざるを得
ない。･･･(中略)･･･日本から直接ロシアへ向かう物流ルートを関連地域が連携して対応策を検討すること
が期待される。



・２０年超にも及ぶ北海道の官民一体となった経済交流事業

知事によるトップセールスや見本市の開催等「北海道とロ
シア連邦極東地域との経済協力発展プログラム」の推進

○北海道は地理だけでは無く、歴史においても、ロシアとの結びつきが強く、
国内におけるロシア交流の最先進地。

・北海道産食品ニ ズ調査

れまでのとりくみ
ISHIKARI BAY NEW PORT

〔国際海上コンテナ〕

北海道の潜在力

こ

・金融機関が企業のビジネス進出をサポート

極東ロシア地域へ駐在所を開設し、北海道経済のロシア市場進出をサポートしてい
る他、ロシア大手銀行との業務提携により、決済手続き等もサポート。

・姉妹都市の市町村数は日本一
北海道は、ロシアの州や都市と姉妹都市提携している市町村数の数は、日本一であり、
市町村単位でもロシア交流が活発。

・北海道産食品ニーズ調査
・道産食品PR事業
・展示会、見本市の開催
・道産食品ビジネスミーティング
・ビジネスマッチング事業

ウラジオストクでの高橋知事の
トップセールス

（出典：北海道ホームページ）



鮭
サケ目サケ科サケ属の魚。
日本海、オホーツク海、ベーリング
海およびアラスカ湾などの海域が
日本系サケの生息域。
欧州では、道産鮭は“ワイルド
サーモン”として健康志向の中、注
目が高まっている。

帆立
二枚貝綱-翼形亜綱-
大ぶりな道産ホタテは、衛生管理
の厳しいEUで高級食材として大
人気。
稚貝は日本海沿岸が一大供給
地。

道産米

拉麺
日本人の国民食
道内のラーメンチェーン大手が香
港、韓国、中国、台湾等アジア各
地に出店し、大人気。
言わずもがな北海道の誇る“ラー

テンシャルポ
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〔国際海上コンテナ〕

・

道産米
作付け面積は全国一位。
中でも「ななつぼし」はコシヒカリと
並んで食味ランキングは「徳Ａ」。
北海道の冷涼な気候により、減農
薬であんしん。
香港やシンガポールに等輸出され
ており、香港では、大人気。

長芋
ヤマノイモ科ヤマノイモ属
漢名は「山薬」
医食同源の国、中国ではナガイモ
が薬膳として利用されており、中で
も、日本産は高い人気。

言わずもがな北海道の誇る ラ
メン”は今や国境を越え、アジアの
国民食へ。

枝豆
ビールのお供！
中札内村といえば枝豆。
加工工場に大規模瞬間冷凍施設
を設置し冷凍枝豆を生産。
現在は、国内全域のみならず、ロ
シア、アメリカ、中国、シンガポー
ルなど海外へも輸出。

牛乳
酪農王国北海道。
LL牛乳は、香港のほか台湾、シン
ガポール、中国本土へ輸出。
北海道産LL牛乳は、安全・安心で
高品質、さらに濃厚で味が良いと
高い評価を得ている。
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北海道の潜在力 《食》
○道産食品は、海外で高い評価を受け、輸出額は大幅に増加。

○北海道は、日本の食料基地として、食料自給率及び漁獲量や農業算出額は

全国トップ。

テンシャル～日本の食料基地「北海道」～ポ
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〔国際海上コンテナ〕
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出典：農林水産省漁業・養殖業生産統計(平成21年)
より石狩湾新港管理組合作成
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出典：農林水産省 生産農業所得統計(平成21年)
より石狩湾新港管理組合作成 順

位
都道府県

食料自
給率

１ 北海道 210%

２ 秋田 176%

３ 山形 133%

４ 青森 121%

５ 佐賀 107%

③都道府県別食料自給率

＜出典：農林水産省HPより石狩湾新港管理組合作成＞

※全国平均は41%

出典：北海道商業経済交流課資料、財務省貿易統計
より石狩湾新港管理組合作成北海道から海外への食品輸出額

(平成20年度)



自動車関連企業は自動車関連企業は

北海道の潜在力

○北海道においても、自動車関連産業の立地が進んでいるところであり、現
在その企業数は２７社、テストコースは２６カ所。

○北海道の中枢「道央圏」では、自動車関連企業や関係自治体等が協議会を
立ち上げ、知事を先頭に積極的な誘致活動を展開。

テンシャル～日本の産業を支える北海道～
ISHIKARI BAY NEW PORT

〔国際海上コンテナ〕ポ

自動車関連企業

テストコース

【主な自動車関連企業】 27社
トヨタ自動車北海道㈱、アイシン北海道㈱、いすゞエンジン製造北海道㈱、㈱デンソーエレクトロニクスなど
【主なテストコース設置企業】 26カ所
本田技研工業㈱、マツダ㈱、日産自動車㈱、㈱ブリジストン、東洋ゴム工業㈱、ボッシュ㈱など

自動車関連企業は、自動車関連企業は、
道央圏に集積道央圏に集積



・北海道のハウスメーカーでは、道内自社工場で製造した主要資材等を輸出し、
現地において高気密・高断熱で耐震性の高いモデルハウスを建設するなど、
本格進出への動きが加速。
・この他、建築関連企業が、ロシア極東地域等に外壁材を輸出。同社では技術指
導も行うなど、積極的な売り込みを行っており、ロシアとのダイレクト航路を切望。

○「寒冷地」という北海道とロシアの気候の共通性から、寒冷地技術の建築
資材等のビジネス進出が本格的に動き出そうとしている。

北海道の潜在力

テンシャル～日本の産業を支える北海道～ 〔国際海上コンテナ〕ポ
ISHIKARI BAY NEW PORT

○日本製の日用品等は、ロシア国内での評価が高く、今後の輸出増加に期待。

導も行うなど、積極的な売り込みを行っており、ロシアとのダイレクト航路を切望。

《輸出促進に向けた取り組みの例》
・平成21年度に、寒冷地対策建築・土木技術分野をアピールするため、寒冷地対策
建築技術セミナー in ウラジオストクを開催。
（北海道、財団法人貿易研修センター他）

《住宅メーカー進出の動き》
帯広の住宅建設会社が、本年６月、ロシアのハバロフスクに断熱効果の高い資材などを日本から輸出し、日
本の技術者の指導で木造2階建てのモデルハウス１棟を建設する。
さらに、経済成長で増加した富裕層を狙って、2012年度からの3年間で一戸建て住宅50棟の販売につなげる。
同社社長のコメントとして、「夏暑く、冬寒い気候は十勝と似ており、自社の住宅建設技術が生かせる」と話し
ている。 北海道新聞（平成23年4月13日朝刊記事）より



○北海道の産業力と経済交流の推進力を活かし、港湾振興団体等と連携しな
がらウラジオストクとのダイレクト航路を誘致。

目指す姿への取り組み（航路誘致）

指す姿への取り組み～ダイレクト航路の就航～ 〔国際海上コンテナ〕

ISHIKARI BAY NEW PORT
目

現状(釜山港経由) 目指す姿(ダイレクト航路)

ウラジオストク港

釜山港

輸送日数は約12日

石狩湾新港

輸送日数は※約2日

釜山港経由に比べ

約10日間の短縮

※440海里を
10.9ノットで航行で試算

ウラジオストク港
石狩湾新港



日本海側最大級の経済圏
人口約２５０万人の「札幌圏」

○地域の冷凍冷蔵倉庫群の庫腹量は約23万トン（札幌市内を含めると約43万
トン）日本海側最大級の集積規模を活かし、北海道の「食」の輸出拠点へ。

○札幌圏の産業拠点「石狩湾新港地域」の流通機能を活かし、ロシア貿易の
物流拠点を形成する。

目指す姿への取り組み（航路拡充）

指す姿への取り組み～ダイレクト航路の就航～ 〔国際海上コンテナ〕

ISHIKARI BAY NEW PORT
目

未来に大きな可能性を有する3,000haの広大な産業空間

国内最大級の
冷凍冷蔵倉庫の集積

庫腹量約2323万トン

石狩湾新港地域石狩湾新港地域

札幌市内を含めると

庫腹量約4343万トン



Ｓｔｅｐ１ ・東北エリアの玄関「秋田港」の連携しながら、ロシアとの輸送の基盤となる航路の就航。
・輸出入バランスを確保し、効率的輸送を実現。

Ｓｔｅｐ２ ・ロシアウラジオ港との航路を主軸に、韓国北部やワニノなど、対岸の拠点との交流を促進。
・グローバルな物流に対応可能なネットワークを形成し、ロシア貨物の拠点を形成。

○航路誘致・拡充に向け、他地域と連携しつつ、更なる集荷を図る。
○国内では、国内第二位の食料供給基地である東北エリアの連携方策を模索する。
○さらに、国外においても、ロシアとの交流が盛んな韓国北部エリアの都市との連携により、ロ
シア貿易の新たな可能性を見出す。

目指す姿への取り組み（更なる航路充実に向けて）

〔国際海上コンテナ〕

ISHIKARI BAY NEW PORT
物 流ネットワークの形成【連携】

国内他港との連携 物流ネットワークの形成国内他港との連携 物流ネットワ クの形成

石狩湾新港

秋田港

ウラジオストク港

秋田港

ウラジオストク港 石狩湾新港

韓国北部

ワニノ、ソフガワニ
ハバロフスク



○２０１５年の取扱個数は、約１万４千ＴＥＵ〔貨物量は、約 ８万トン〕

○２０２５年の取扱個数は、約４万ＴＥＵ 〔貨物量は、約２１万トン〕

ＴＥＵ
トン

取扱個数（ＴＥＵ）
貨物量（トン）

250,00050,000

2025年目標値
約4万ＴＥＵ
（約21万トン）

計画の目標値

〔国際海上コンテナ〕

ISHIKARI BAY NEW PORT
対 対岸諸国とのコンテナ貨物の目標値
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2015年目標値
約1万4千ＴＥＵ
（約8万トン）



○北海道の道央圏５港（室蘭港、苫小牧港、小樽港、石狩湾新港、白老港）
において「道央圏港湾の広域連携による機能強化」が基本合意されており、
各港の相互補完体制の構築について取り組みを進めている。

目指す姿への取り組み（太平洋側等との相互補完）

〔国際海上コンテナ〕

ISHIKARI BAY NEW PORT
目 指す姿への取り組み～リダンダンシー機能の確保～

＜出典：道央圏港湾の広域連携のための協議会資料＞



○関係地方自治体、港湾振興団体など、地域が一体となり、ロシア貿易拡大
への取り組みを継続・発展。
○対ロシア貨物を本港へ集約、掘り起こしを行うプレーヤーの発掘・支援。
○ロシア市場の開拓に向けた交流・ＰＲ活動の継続とともに、さらに深化。
○コンテナ貨物の増加に伴う既存施設の有効活用と、更なる増加に伴う今後
の機能向上に向けた検討。

目指す姿への取り組み（シナジーマネジメント）

〔国際海上コンテナ〕

ISHIKARI BAY NEW PORT
シアビジネスの開拓に向けたシナジーマネジメントロ

新市場
開拓

物流・商流
の構築

ロシアの
経済成長

ロシアとの
交流基盤

北海道の
潜在力

「北海道」の
継続的ＰＲ

ロシア交流
の深化

プレーヤーの
発掘・育成

地域連携の推進



○ 輸送時間の短縮による賞味・消費期限が短い食品の輸送

○ 輸送コストの縮減、貨物の集約による商品の価格競争力強化

○ 航路の定時性・頻度の確保による安定した輸送への貢献

○ ロシア貿易の活発化による北海道経済、日本経済の活性化

○ 太平洋側等との相互補完による、災害に強い物流ネットワークの形成

〔国際海上コンテナ〕

ISHIKARI BAY NEW PORT
指す姿を達成した後の効果目


